
小松智子先生（令和３年度 秋田市立勝平中学校）のアイディア

第１学年「光と音」 教材・教具 １中・理科

第１学年「(１)身近な物理現象 （ｱ）光と音」

凸レンズの学習を終えた後，凸レンズに関する規則性を活用しながら簡易望鏡を

製作することで，学んだことを日常生活や社会に活用しようとする態度を育成するた
めのアイディア

簡易望遠鏡を作るためには，
凸レンズのどのような規則性
を活用すれば
よいだろうか。

生活場面

＜学習課題＞



第１学年「光と音」 教材・教具 ２中・理科

凸レンズについて学習

凸レンズの規則性を活用した道具
として望遠鏡を紹介

凸レンズに関する規則性を活用し，
簡易望遠鏡を製作

どのような規則性を活用したのか
についての振り返り

学んだことを日常生活や社会に
活用しようとする態度の育成

凸レンズと物体
の間の距離を
変えると…。

＜授業展開のイメージ＞

虚像は大きく
見えたから…。

生活場面

みなさんは凸レンズの
規則性を見いだしまし
たね。

望遠鏡は凸レンズの
規則性を活用してい
ます。どうすれば物体
を大きく見ることがで
きるのでしょうか。



第１学年「光と音」 教材・教具 ３中・理科 生活場面

簡易望遠鏡の作り方

① 凸レンズ２個，紙コップ２個を準備する。 ② 紙コップの底を切り抜き筒状に
する。一方の凸レンズを紙コップ
の上面に，もう一方の凸レンズを
別の紙コップの底面に取り付ける。



第１学年「光と音」 教材・教具 ４中・理科 生活場面

簡易望遠鏡の作り方

③ 実像が虚像として見えるように，２個の凸レンズ間の距離を調整すると，簡易望遠鏡
ができる。

２個の紙コップ
を重ねている。



第１学年「光と音」 教材・教具 ５中・理科 生活場面

授業の様子

班の人数分の
材料が用意さ
れているぞ。

凸レンズをコップ
の上面に取り付
けよう。

凸レンズ
をテープ
で固定し
よう。



第１学年「光と音」 教材・教具 ６中・理科 生活場面

授業の様子

凸レンズ間の距離を
調整して見てみよう。

見えた様子を自分
のタブレットに記録
しよう。

生徒は，凸レンズを紙コップに取り付けた後，大きく見えるように
するため凸レンズ間の距離を調整しながら試行錯誤しました。
その結果，８８％の生徒が製作開始から１５分程度で望遠鏡の
ように大きく見えることを体験できました。

虚像は大きく見える
はずだから…。



第１学年「光と音」 教材・教具 ７中・理科 生活場面

授業者の感想

小松智子先生

生徒は大変意欲的に取り組みました。

実像ができるときの規則性を活用して，凸レンズ間の距離を
工夫している生徒がほとんどでした。その結果，大きく見えた
生徒は８８％でした。

しかし，振り返りの記述を見ると，「実像を虚像として見る」
など規則性を理解して製作した生徒は一部だけでした。

製作前に，もう少し規則性を想起させる時間を確保すれば
よかったです。


